
山地樹林下、特にスギ林、竹林下に群生する。茎は高さ20-40cm。葉は扇円形で径10-20cm、放射状に多

数の脈があり、多くの縦じわが顕著である。4-5月頃、茎頂に1個横向きに開く花は大型で、径10cm、淡黄
緑色の花被片に対し、紅紫色の脈がある大きな袋状の唇弁という取合せがおもしろい。

観賞用採取のため、急激に減少している。

－

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Cypripedium  japonicum  Thunb.

観賞用等採取 ○ 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

加西市、多可町、姫路市、宍粟市、佐用町、丹波市

■ 国内分布

北海道（西南部）、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…クマガイソウ
環境省ランク… VU


